
〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

大
阪
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
し
て
誕
生
し
た
大
阪
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
シ
テ
ィ
は
、
多
く
の
方
の
来

場
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
設
置
さ
れ
た「
大
阪
マ

ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
48
」で
、
本
市
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ「
ひ

と
っ
旅
。
豊
岡
」を
9
月
5
日
か

ら
10
月
2
日
ま
で
放
映
し
ま
し
た
。

　
「
シ
ャ
ー
プ
」や「
ド
コ
モ
」、「
コ

カ
コ
ー
ラ
」な
ど
の
名
だ
た
る
ブ

ラ
ン
ド
に
交
じ
り
、
ほ
ん
わ
か
イ

メ
ー
ジ
の「
豊
岡
」が
流
れ
、
何
と

も
良
い
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

〜
大
型
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
迫
力
あ
る
豊
岡
市
Ｐ
Ｒ
〜

「
ひ
と
っ
旅と

び

。豊
岡
」＠O
saka Station City

　

9
月
24
・
25
日
の
2
日
間
、
円

山
川
城
崎
漕そ

う

艇て
い

場じ
ょ
う

お
よ
び
菊
屋
島

運
動
公
園
で
、「
第
20
回
全
国
市
町

村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
豊
岡
大
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
ボ
ー
ト
場
の
あ
る

各
市
町
村
の
住
民
レ
ガ
ッ
タ
の
代

表
が
日
頃
の
成
果
を
競
い
つ
つ
、

交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
4
年
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
茨
城
県
潮い

た

来こ

市
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
で
開
催
を
辞
退

さ
れ
、
要
請
を
受
け
て
、
本
市
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
全
国
25
市
町
村

（
北
は
秋
田
県
大
潟
村
か
ら
南
は

鹿
児
島
県
薩さ

つ

摩ま

川せ
ん

内だ
い

市
ま
で
）か

ら
1
0
6
ク
ル
ー
・
約
8
0
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

男
女
別
で
成
年
の
部
、
壮
年
の

部
、
熟
年
の
部
と
議
会
議
員
の
部
、

議
会
議
員
シ
ニ
ア
の
部
の
計
8
部

門
で
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
各
部
門

1
位
か
ら
6
位
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

今
大
会
か
ら
設
け
ら
れ
た
男
女

総
合
、
女
子
総
合
は
ど
ち
ら
も
長

野
県
下
諏
訪
町
が
栄
冠
に
輝
き
ま

し
た
。

　

地
元
豊
岡
か
ら
は
9
ク
ル
ー
が

参
加
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
入

賞
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

来
年
度
も
豊
岡
で
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
熱
戦
を

期
待
く
だ
さ
い
。

〜
豊
岡
の
ク
ル
ー
も
健
闘
〜

第
20
回
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
開
催

▲力強くスタートを切る選手たち

　

10
月
1
日
、
神
鍋
線「
上
限

2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
社
会
実
験
は
、
豊
岡
市
全

体
の
将
来
の
バ
ス
交
通
の
あ
り
方

を
見
極
め
る
大
変
重
要
な
事
業
で

す
。
ス
タ
ー
ト
に
先
立
ち
、
市
、

運
行
事
業
者
、
お
よ
び
地
域
の
利

用
促
進
組
織「
神
鍋
線
乗
っ
て
守

ろ
う
市
民
運
動
推
進
協
議
会
」が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
果
た

す
こ
と
を
確
認
す
る「
協
定
書
」を

締
結
し
ま
し
た
。

　

実
験
中
は
、
最
大
で
6
8
0
円

掛
か
る
運
賃
を
上
限
2
0
0
円
に

設
定
し
、
通
学
・
通
勤
用
な
ど
に

対
応
で
き
る
朝
晩
便
を
増
便
し
て

い
ま
す
。

〜
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
目
指
し
て
〜

神
鍋
線「
上
限
２
０
０
円
バ
ス
社
会
実
験
事
業
」ス
タ
ー
ト

▲豊岡の魅力を繰り返し放映▲江原駅を出発する神鍋高原行きバス

【
9
月
】

12
日　

台
風
12
号
被
災
地
和
歌
山

県
古
座
川
町
へ
職
員
派
遣

（
〜
16
日
、
26
〜
30
日
）

13
日　

豊
岡
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

2
0
1
1（
〜
14
日
）

21
日　

東
京
大
学　

豊
岡
実
習

（
〜
24
日
）

23
日　

第
1
回
防
災
学
習
会

24
日　

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ

タ
豊
岡
大
会（
〜
25
日
）

28
日  

新
潟
県
三
条
市
へ
市
職
員

長
期
派
遣（
〜
12
月
23
日
）

【
10
月
】

1
日
・
神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円

バ
ス
社
会
実
験
事
業
」ス

タ
ー
ト

　
　

・
三
省
堂
書
店
の
文
庫
本
ブ

ッ
ク
カ
バ
ー
お
よ
び
栞し

お
り

に

本
市
イ
メ
ー
ジ
広
告
掲
出

（
〜
31
日
）

　
　

・
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大

会「
洞
爺
湖
有
珠
山
大
会
」

（
北
海
道
洞
爺
湖
町
）参
加

　
　

・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ

の
当
面
支
援
が
終
了

2
日　

目
の
愛
護
デ
ー
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
「
守
ろ
う
1
8
0
0
0
0

の
ひ
と
み
」

3
日　

宮
城
県
美
里
町
長
が
災
害

復
興
支
援
お
礼
来
訪
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日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
会
議
で
、
北

海
道
の
洞
爺
湖
・
有
珠
山
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
た
場
所
で
す
。

　

最
近
で
は
平
成
12
年
に
噴
火
し

て
い
ま
す
が
、
過
去
に
何
度
も
噴

火
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
地
元
の

専
門
家
に
言
わ
せ
る
と
、
平
成
12

年
の
噴
火
は
く
し
ゃ
み
み
た
い
な

も
の
で
、
十
分
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出

し
切
っ
て
い
な
い
の
で
、
い
ず
れ

ま
た
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
こ
に
は
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
と

い
う
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
方
々
が
お
ら

れ
ま
す
。
口
々
に
、
こ
れ
ま
で
に

3
回
噴
火
を
経
験
し
た
、
避
難
所

生
活
を
し
た
、
船
で
奇
跡
の
脱
出

を
し
、
み
ん
な
助
か
っ
た
、
と
い

う
よ
う
な
話
を
さ
れ
ま
す
。

　

で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
思
わ
ず
聞
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。「
人
生
で
3
回
噴
火
に
あ
っ

た
、
家
を
な
く
し
た
、
4
回
目
も

も
う
す
ぐ
や
っ
て
お
っ
し
ゃ
る
ん

で
す
が
、
な
ん
で
そ
ん
な
所
に
住

ん
で
は
る
ん
で
す
か
?
」

　

会
場
に
笑
い
が
起
き
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
経
営
者
、「
そ
り
ゃ
、

8
億
円
も
借
金
抱
え
て
い
て
、
逃

げ
ら
れ
ん
か
っ
た（
笑
い
）。
で
も
、

ま
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
が
好
き
。
じ

い
様
は
魚
釣
り
が
好
き
で
こ
こ
に

移
り
住
ん
で
、
ば
あ
様
だ
け
で
な

く
、親
戚
ま
で
呼
び
寄
せ
ま
し
た
」

　

会
議
終
了
後
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
に

参
加
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

白
い
煙
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
飛

ん
で
き
た
岩
で
天
井
や
窓
が
破
れ

た
幼
稚
園
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
民

家
、
1
階
が
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た

町
営
住
宅
、
押
し
流
さ
れ
た
橋
。

住
民
の
働
き
か
け
で
、
未
来
へ
の

伝
言
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
は
、
京
都
か
ら
移
り
住

ん
だ
男
性
で
し
た
。「
何
十
年
か
に

一
度
、
噴
火
が
あ
り
ま
す
。
避
難

所
生
活
も
経
験
し
ま
し
た
。
で
も
、

噴
火
も
逃
げ
れ
ば
大
丈
夫
。
後
は
、

と
っ
て
も
素
敵
で
す
。
い
っ
そ
、

洞
爺
湖
に
住
み
ま
せ
ん
か
?
」

　

あ
ん
な
ひ
ど
い
目
に
遭
っ
て
も
、

や
っ
ぱ
り
こ
こ
で
生
き
て
い
き
た

い
。
生
き
て
い
く
。
そ
ん
な
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

洞
爺
湖
有
珠
山
か
ら

48

■
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
支
援

　

関
西
広
域
連
合
支
援
と
し
て
、

宮
城
県
南
三
陸
町
へ
市
職
員
を
派

遣（
豊
岡
市
第
24
陣
ま
で
）し
て
き

ま
し
た
が
、
10
月
1
日
を
も
っ
て
、

当
面
の
派
遣
を
終
了
し
ま
し
た
。

■
新
潟
・
福
島
豪
雨
被
災
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援

　

7
月
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害

で
農
地
、
農
業
施
設
な
ど
に
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
新
潟
県
三
条
市

か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
災
害
復
旧

経
験
の
あ
る
本
市
技
術
職
員
を
9

月
28
日
か
ら
12
月
23
日
ま
で
長
期

派
遣
し
ま
す
。

■
台
風
12
号
の
被
災
地
支
援

　

市
は
、
台
風
12
号
に
よ
り
全
世

帯
の
約
3
分
の
1
以
上
が
床
上
浸

水
と
い
う
大
き
な
被
害
を
受
け
た

和
歌
山
県
古
座
川
町
へ
、
市
職
員

を
派
遣（
9
月
12
〜
16
日
、
26
〜

30
日
）し
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理

を
支
援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
岡
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
市
で
は
、「
台
風
12
号
災

害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
募
り
、

9
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
同
県
那

智
勝
浦
町
へ
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ

　

平
成
22
年
度
の
㈶
日
本
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
の
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
に
か
か
る
費
用
が
ま
と
ま

り
、
市
が
協
会
に
リ
サ
イ
ク
ル
処

理
を
委
託
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
つ
い
て
、
異
物
の
混
入
や
汚
れ

の
程
度
が
優
れ
て
い
る
と
判
定
さ

れ
、
費
用
の
低
減
化
に
貢
献
し
た

と
し
て
、
協
会
か
ら「
再
商
品
化

合
理
化
拠
出
金
」を
受
け
取
り
ま

し
た
。

　

拠
出
金
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

毎
年
度
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
ご
み
分
別
に

対
す
る
理
解
と
実
践
、
家
庭
ご
み

収
集
委
託
業
者
や
豊
岡
清
掃
セ
ン

タ
ー
で
の
品
質
管
理
の
徹
底
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
、

ご
み
の
適
正
分
別
処
理
に
協
力
く

だ
さ
い
。

■
再
商
品
化
合
理
化
拠
出
金
額　

ご
み︵
資
源
︶分
別
が
優
れ
た
豊
岡
市
に
対
し
、

㈶
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
か
ら
拠
出
金
が
配
分
さ
れ
ま
し
た

〜
市
職
員
や
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
、義
援
金
な
ど
〜

東
日
本
大
震
災
や
新
潟
・
福
島
豪
雨
、台
風
12
号
の
被
災
地
を
支
援

　

5
7
6
万
6
5
0
1
円

■
拠
出
金
と
は

　

各
自
治
体
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た

リ
サ
イ
ク
ル
収
集
物
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
必
要
と
想
定
し
て
い
た
費
用

に
対
し
、
実
際
に
掛
か
っ
た
費
用

が
下
回
り
、
協
会
か
ら
分
別
の
質

が
優
れ
て
い
る
な
ど
の
認
定
を
受

け
た
自
治
体
は
、
差
額
の
2
分
の

1
を
拠
出
金
と
し
て
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ィ
ア
バ
ス
を
運
行
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、豊

岡
市
区
長
連

合
会
と
市
は
、

台
風
12
号
の

被
災
地
に
贈

る
義
援
金
を

10
月
に
募
り
、

甚
大
な
被
害

の
あ
っ
た
和

歌
山
・
奈
良
・

三
重
県
の
災

害
対
策
本
部

に
届
け
ま
す
。

▲古座川町へ向かう災害廃棄物処理支援隊
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